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｢イエスの出エジプト｣

（マタイ2:13～23）

挽地茂男
2019.12.29 日本基督教団千歳丘教会礼拝

クリスマス礼拝が終わりまして、

いよいよ新年に向かってまいります。

といってもまだクリスマスツリーが

飾ってあるのは、教会の暦ではまだ

降誕節でクリスマスシーズンだから

です。ふつうクリスマスの飾りは、

１月６日の公現日に片付けます。１

月６日は東方教会が３世紀まで祝っ

ていたクリスマスの日なのです。そ

の日を一つの区切りにしているわけ

です。ですから今日の聖書の箇所も、

まだ主イエスの降誕と関係した箇所

になっています。「東方の博士たちの

来訪」の物語は、伝統的には１月６

日に読むのが通例なのですが、すで

に２２日のクリスマス礼拝で読みま

したので、今日はそれに続く箇所を

ご一緒に読んでみたいと思います。

さて今日の物語は、父ヨセフと母

マリアと幼子イエスの家族が、ベツ

レヘムを逃れてエジプトに下り、や

がてそのエジプトを出て最終的にガ

リラヤのナザレに落ち着くまでの旅

路を、旧約聖書との関連を大切にし

ながら語る物語です。この物語を形

作っている重要なテーマが５つあり

ます。まず最初にそのテーマを全部

列挙します。物語を形作っているそ

の重要なテーマとは、①夢のテーマ、

②エジプトのテーマ、③預言と成就

のテーマ、④モーセのテーマそして

⑤二つの王国のテーマです。〔順番に

①テーマについて、②のテーマにつ

いて、という説明をするのではなく、

父ヨセフと母マリアと幼子イエスの

家族の旅物語を追いながら、①が出

てきて、④が出て、③がでたかと思

えば⑤が出るような、順不同でテー

マが出てまいりますので、皆さんの

頭の中で､それぞれのテーマについて

確認をお願いしたいと思います。お

でん屋さんやセブンイレブンのおで

んコーナーのように具材ごとに整理

されておらず、家庭のおでんの鍋の

ように具材がぐちゃぐちゃに入って

いますので。〕つまり今日の物語には､
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旧約聖書に関

連をもつ種々

のテーマが織

物の縦糸と横

糸の様に織り

込まれている物語なのです。

少し物語り全体の見通しのような

ものを立てておきたいと思います。

主イエスの父ヨセフは旧約聖書のヨ

セフがモデルになっておりますから、

旧約のヨセフ物語と同じように、夢

(①)が出来事を先導していきます。

そして夢(①)で与えられた天使のお

告げに従って、ヨセフとマリアと生

まれたばかりの幼子イエスが向かっ

た場所はエジプト(②)でした。しか

しやがて聖家族は、やはり夢(①)の

お告げに従って、そのエジプトを出

立いたします。つまりマタイは、幼

子イエスとその家族のエジプト下り

と出エジプトの物語を描いているの

です。そして、幼子イエスのエジプ

ト下りと出エジプトの物語は、旧約

聖書のエジプトのテーマ(②)、イス

ラエルの民のエジプト下りと出エジ

プトの出来事と、二重のイメージで
ダ ブ ル

描かれているのです。そしてこの出

エジプトの出来事と関係して、モー

セのテーマ(④)が重要な役割を果た

します。さらに物語られるこれらす

べての出来事が、旧約聖書の預言の

成就(③)として語られるのです。

さてヨセフとマリアと幼子イエス

の旅物語をたどりましょう。東方の

占星術の学者たちは、主イエスが誕

生した場所〔ルカ：馬小屋〕を訪れ、

黄金、乳香、没薬を献げて､｢新しい

王｣として生まれたばかりの｢ダビデ

の子｣主イエスを礼拝します。その後、

彼らもまた夢(①)で「ヘロデのと

ころへ戻るな」とお告げを受けて､

報告を依頼したヘロデに何も告げず

に、別の道を通って自分たちの国

へ帰ってしまいます(2:12）。

そしてここからが今日の聖書箇

所です。１３節。「2:13 占星術の

学者たちが帰って行くと、主の天

使が夢でヨセフに現れて言った。

「起きて、子供とその母親を連れ

て、エジプトに逃げ、わたしが告

げるまで、そこにとどまっていな

さい。ヘロデが、この子を探し出

旧約のヨセフとその家族
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して殺そうとしている」。」

つまり誕生物語は、イエスの誕生と

同時に、すでに、人々のイエスに対

する拒絶と受容の物語を配置して

いるのです。すな

わち一方で、ユダ

ヤ人指導者層(ヘロ

デ)による主イエス

の拒絶と、他方で、

東方の占星術の学者

たちのような異邦人によるイエス

の受容という、つまり拒絶と受容

という主イエスに対する人々の態

度のあり方を、その生涯の始まり

に物語の形で要約し、マタイによ

る福音書全体のメイン・テーマを予

め示す型つまり「予型」として提示

しているのです。ここに示されてい

るのがこの物語のもの拒絶と受容の

テーマが発展してもう一つの大きな

(５番目の)テーマ、つまり二つの王

国のテーマ(⑤)となるのです。二つ

の王国とは、ここでは、ヘロデ王に

見られるようなこの世に属するサタ

ンの王国と、「ダビデの子」イエス

を新しい王とするメシアの王国(神

の国)です。この二つの王国は最初

から互いに相容れず、その衝突は物

語が進むに従って少しずつ顕著にな

り、このテーマがマタイ福音書全体

のテーマであることが明らかになっ

てまいります。

主イエスの誕生は、二つの王国

の衝突の始まりでした。主イエス

の誕生によって始まる新しい王国

は、今は、この世にすでに存在す

る(ヘロデの)王国に圧倒されてい

ます。まったく無力です。つぶす

のは赤児の手をひねるようもので

す。そう見えます。この世を支配

する王権は、神の民をも翻弄しま

す。時代を支配する大きな力によ

って、主イエスの家族、父ヨセフ

と母マリアと幼子イエスはその誕

生の地(ユダヤの)ベツレヘムか

ら、エジプトへと逃亡する被征服

民あるいは難民のように移動を余

儀なくされたのです。しかしその

ようなわたしたちの非力な力では

どうしようもない大きな力が支配

している世界で、神の出来事が少

しずつ確実に進展していくこと

を、マタイの物語は示します。

続けて１４－１５節。「2:14 ヨ

新約のヨセフとマリアと幼子イエス

ヘロデ大王
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セフは起きて、夜のうちに幼子と

その母を連れてエジプトへ去り、

2:15 ヘロデが死ぬまでそこにい

た。それは、「わたしは、エジプ

トからわたしの子を呼び出した」

と、主が預言者を通して言われて

いたことが実現するためであっ

た。」父ヨセフは一家を連れてエ

ジプトに下り(②)ます。旧約聖書の

ヨセフのように夢(①)でお告げを

受けたからです。

『ドラキュラ』（1897年）とい

う恐怖小説を書き上げたブラム・

ストーカーは、カニを食べ過ぎて

悪夢を見て、これを元にこの小説

を書いたと語っていますが、現代

では、夢は、日常経験の反映として

捉えたり(カニの食べ過ぎ)、比喩的

に、現実の自分の力量をこえる目標

をドリームとして夢について語った

りする程度で、いずれにしろ、あま

り大きな意味をもちません。しかし、

聖書の世界では、夢は大きな意味を

もちます。それは、夢が神との繋が

りをもっているからです。使徒言行

録では、旧約のヨエル書を引用して

こう語っています。使徒言行録２章

１７節。「2:17 『神は言われる。

終わりの時に、／わたしの霊をす

べての人に注ぐ。すると、あなた

たちの息子と娘は預言し、／若者

は幻を見、老人は夢を見る。」教

会とは、夢や幻と見通し（つまり

ヴィジョン）が生きている所なの

です。しかもそれは牧師一人のも

のではなく､信徒の夢や幻と見通

し(ヴィジョン)が生きている所な

のです。神がそれをお与えになる

のです。

さて主イエスの誕生物語では、

聖家族がエジプトに下っていくと

ともに、もう一つのテーマ、つま

りモーセのテーマ(④)が絡んでき

ます。実はマ

タイによる福

音書全体とし

ては、この「モ

ー セ の テ ー

マ 」 が ―― 二

つ の 王 国 の テ

ーマと共に――徐々にに重要度を

増していきます。そのために、マ

タイによる福音書を研究する学者
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たちは、マタイが描くイエス・キ

リストを「新しいモーセ」と呼ぶ

ことがあります。

福音書を書いたマタイが属して

いた教会は、ユダヤ人キリスト教

徒を中心として、異邦人信者（キ

リスト教徒）を加えた混成教会と

考えられています。そこでは、異

邦人の兄弟姉妹

を受け入れつつ、

旧約聖書のモー

セ律法をどう受

け入れたらよい

のか、どう捉え

たらよいのか、異邦人も含めて（旧

約聖書の律法に）書いてあること

を全部行う必要があるのか、とい

ったことが重要な問題となってい

たのです。皆さんもご存じのよう

に、マタイによる福音書の５章か

らはじまる「山上の説教」で主イ

エスは、モーセがシナイ山に登っ

て十戒を神様から受け取ったよう

に、同じように山上に登り、弟子

たちの前に腰を下ろして、旧約聖

書の律法をとりあげてこう言いま

す。あなたがたは、「隣人を愛し、

敵を憎めと命じられている」（レ

ビ記19:18）。モーセの律法の文言

です。そしてこれを、主イエスは、

聖書の根本精神である「愛」の精

神から読み替えていくのです。「5

:44 しかし、わたしは言っておく。

敵を愛し、自分を迫害する者のた

めに祈りなさい」（マタ5:44）。こ

れ以下モーセ律法の根本的な読み

替えのパターンが６つ連続します

(5:21-48)。このようにそれぞれ

の福音書には、それぞれに大切な

テーマがあります。マタイにも大

切なテーマがあります。それはわ

たしたち一人一人に人生の重要な

テーマや問題があるのと同じで

す。一人一人の個性が違い、人生

経験が違い、個人史が違い、問題

や課題が違うのと同じなのです。

光が一つであっても、プリズム（分

光器）を通すと、七色の光に分か

れるように、福音が、聖書を書い

た人々の、生きている状況や、個

性や、課題を通過すると色合いが

違ってくるのです。福音書を読み

比べればすぐに分かります。福音

書を読む人にとっても事情は同じ

です。福音は一つでありながら、

人生の数ほど色合いをもっている

のです。イエス・キリストを信じ

る信仰は、信じる者それぞれの「わ

たしのイエス」を核にして支えら

れているのです。それなしには生
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きた信仰はあり得ないでしょう。

「わたしのイエス」であり、同時

に「わたしたちのイエス」なので

す。新約聖書は「神と人間の書」

です。キリストを信じ、神を信じ

て、抜き差しならない生を生きた

人々の証しの書でもあるのです。

その証しの書を通して、神は今も

なお人間に語りかけるのです。

マタイが属していた教会は、ユ

ダヤ戦争（66-70A.D.）の際に、

パレスチナからシリアに逃れた教

会であるということが、マタイ研

究では、ほぼ確実視されています。

政治や時代状況が教会を翻弄しま

す。ですから、ヨセフの一家がエ

ジプトに避難する物語も、マタイに

よる福音書を読む最初の読者にとっ

て他人事の話ではなかったのです。

危険の中で神の導きをたよりに前進

していくヨセフと聖家族は、キリス

ト教の草創期を生きた人々にとって、

奴隷として辛酸をなめながらも、ついにエジプトの宰相となる旧約のヨセフ

勇気の源だったのです。

権力者の欲望や気まぐれに翻弄

されながらも、ヨセフと聖家族を

通して、神の御心、預言が成就(③)

していった、と聖書は語ります。

１５節に引用されているのは、ホ

セア書１１章１節、マタイ福音書

に出てくるの第２番目の定式引用

〔主イエスの生涯を旧約聖書で証

明するための形式の定まった引

用〕です。旧約聖書のホセア１１

章１節はこうなっています。「11:

1 まだ幼かったイスラエルをわた

しは愛した。エジプトから彼を呼

び出し、わが子〔神の子〕とした。」

神は――旧約聖書では――エジプ

トの苦しみからイスラエル（の民）

を解放して、彼らを「神の子」と

して恵みを注ぐと約束します。幼

かった主イエスも同じく、エジプ

トの苦難を通して〈神の子〉と呼

ばれる日を待つのです。

この世の王であるヘロデは、東

方からやって来た占星術の学者た

ちから「新しい王」の誕生を知ら

されたときから、自分の王権を揺

るがすこの「もう一人の王」を抹

殺する腹づもりでした。ですから

その「新しい王」の所在について、

占星術の学者たちに報告を依頼し
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たのに、その報告が一向にもたら

されないことに苛立っていまし

た。ついにヘロデは、彼らにだま

されたと確信すると、安全策を講

じます。つまり祭司長や律法学者た

ちを動員して突き止めさせた、幼子

イエスの生まれ

た場所周辺にい

る、二歳以下

の子どもたち

を皆殺しにす

るように命じ

たのでした。

１６－１８節

2:16 さて、ヘロデは占星術の学

者たちにだまされたと知って、大

いに怒った。そして、人を送り、

学者たちに確かめておいた時期に

基づいて、ベツレヘムとその周辺

一帯にいた二歳以下の男の子を、

一人残らず殺させた。2:17 こう

して、預言者エレミヤを通して言

われていたことが実現した。2:18

「ラマで声が聞こえた。激しく嘆

き悲しむ声だ。ラケルは子供たち

のことで泣き、／慰めてもらおう

ともしない、／子供たちがもうい

ないから。」

ここでも預言の成就(③)が語ら

れます。ヘロデによる幼児大虐殺

（16節）、ヘロデによる罪のない

子供たちの大虐殺は、事件の性格

から言って、歴史上のヘロデ大王

と合致します。ヘロデは権力を掌

握し続けることに非情な人間であ

りました。彼は権力に貪欲な人間

でした。先週も申しましたように、

彼は自分がユダヤ人ではなかった

ために（イドマヤ人）、力を失っ

てローマ帝国の傀儡王朝となって

いたユダヤ人最後の(ハスモン)王

朝から王妃を迎え、イスラエルの

正当な王権の継承者であると宣言

します。そして、時間をかけて自

分の治世を盤石に固めた後は、そ

の妻もその妻が産んだ息子たち

も、謀反の火種にならないように

殺害してしまいます。今読んでい

ます幼児大虐殺というヘロデの残

虐行為は、マタイ福音書のモーセ

のテーマ(①)につながります。モ

ーセの時代、イスラエルの民は、

エジプトで重い苦役に喘いでいま

預言者エレミヤ
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した。しかもイスラエル人は、苦

しめられても苦しめられても、そ

の数(人口)が増えていくので、脅

威に感じたエジプト王ファラオ

は、イスラエルの男児（男の子）

が生まれたら、すぐに殺してしま

う よ う に 命

じ ま す 。 モ

ー セ は そ の

危 険 を か い

く ぐ る よ う

にして、救われ、おまけにエジプ

トの王妃に拾われて王宮で育てら

れます。しかしついに自分の出自、

自分がイスラエル人であることを

知り、紆余曲折の末、イスラエル

の民の解放のためにエジプト王フ

ァラオと対決し、出エジプトを成

し遂げることになります。マタイ

の物語では、ヘロデにファラオの

役割が与えられています（出1:22

-2:10参照）。この残酷な物語の是

非については、マタイは何も語っ

ていません。マタイの注意は、こ

の出来事を預言の成就(③)として

見るという点に集中しています。

成就したのはエレミヤの預言でし

た(17-18節）。これはマタイの第

３番目の定式引用です。エレミヤ

書３１章１５節です。旧約本文。

エレ 31:15 主はこう言われる。

ラマで声が聞こえる／苦悩に満ち

て嘆き、泣く声が。ラケルが息子

たちのゆえに泣いている。彼女は

慰めを拒む／息子たちはもういな

いのだから。

泣いているラケルとは、イスラエ

ル十二族長のベニヤミンと(ヨセ

フの子の)エフライムの部族の家

母長とされるラケルで、子供たち、

すなわちイスラエル人のためにラ

マで泣いている図が描かれます。

ラマはエルサレムの北五マイルに

位置し、伝承のよればそこにラケ

ルの墓があり、バビロン王ネブカ

ドレツァルの軍隊が捕囚の民を移

送するために、捕囚民にを集合さ

せた場所なのです（エレ40:1）。

そこは民族の悲しみの場所なので

す。幼子イエスの物語は、イスラ

エルの悲しみの経験を「ラケル」

と「ラマ」を介して集約し、主イ

エスの物語として反復しているの

です。

しかしヨセフとマリアと幼子イ

エスの家族がエジプトに下ってし

ばらくすると、ヘロデの脅威が去

ります。ヘロデ大王が亡くなった

のです。いよいよ幼子イエスの出

エジプト(②)です。ここでも夢
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(①)を媒介として、神が遣わした

天使の指示が与えられます。天使

は、イスラエルに戻るようにヨセフ

に告げます。１９－２１節。

2:19 「ヘロデが死ぬと、主の天

使がエジプトにいるヨセフに夢で

現れて」2:20 言った。「起きて、

子供とその母親を連れ、イスラエ

ルの地に行きなさい。この子の命

をねらっていた者どもは、死んで

しまった。」2:21そこで、ヨセフ

は起きて、幼子とその母を連れて、

イスラエルの地へ帰って来た。

主イエス自身の出エジプト(②)経

験は、イスラエルの民に対する神

の約束の成就として描写されてい

ます。〈イスラエル〉の民は、エ

ジプトへ下り(②)、そしてモーセ

に 導か れ て エジ プ トを 脱 出し

(②)、紅海（葦の海）をわたり、

荒野での４０年間の試練を受けま

した。一方〈イエス・キリスト〉

も、エジプトに下り、そしてエジ

プトを脱出し、洗礼の水をくぐっ

て、荒野で４０日４０夜サタンの

試練を受けました。そして彼は、

人々を救いに導く救い主(神の子)
メ シ ア

となったのです。モーセは旧約聖

書のイスラエルの民を、荒野での

４０年間の試練の後、約束の地(カ

ナン／パレスチナ)の目前にまで

導きます。しかし約束の地に導い

たのは、モーセではなく、ヨシュ

アというモーセの後継者でした。

この〈ヨシュア〉というヘブライ

語の名前をギリシア語に直すと

〈イエス〉(イエスース)となりま

す。

ヨセフとマリアと幼子イエスの

家族は、エジプトからついにイス

ラエルへと帰ってきました。

2:22 しかし（です。22-23節）、

アルケラオが父ヘロデの跡を継い

でユダヤを支配していると聞き、

そこに行くことを恐れた。ところ

が、夢でお告げがあったので、ガ

リラヤ地方に引きこもり、2:23

ナザレという町に行って住んだ。

「彼はナザレの人と呼ばれる」と、

預言者たちを通して言われていた

ことが実現するためであった。

しかし戻ってきたイスラエルの地は
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ヘロデ大王の息子アルケラオスが統

治しており、身の危険を感じている

ところに、再び夢(①)でお告げを受

けて、ガリラヤのナザレへと、移動

します。

こうしてガリラヤのナザレに定

住する身となります。マリアとヨ

セフと幼子イエスはベツレヘムか

ら、エジプトを経て、ガリラヤへ

と神に導かれて、ついにナザレの

人となりました。そしてこのこと

もまた、「『彼はナザレの人と呼ば

れる』と、預言者たちを通して言

われていたことが実現するためで

あった」とされます。しかしここ

に登場する第４番目の定式引用

は、ヘブライ語本文（MT）にも七

十人訳ギリシア語旧約聖書にも見

出せません。マタイの念頭には、

おそらくイザヤ１１章１－１６節

があったと思われます。その１－

２節。

イザ 11:1 エッサイの株からひと

つの芽が萌えいで／その根からひ

とつの若 枝が育ち 11:2 その上
ネーツェル

に主の霊がとどまる。知恵と識別

の霊／思慮と勇気の霊／主を知

り、畏れ敬う霊。

そこでは、約束のメシア的王は、

ダビデの家系から生じる「若枝」

と呼ばれます。「若枝」を意味す

る rcn（ネーツェル）という単語

は、「ナザレ」に近い響きを持っ

ていますし、「若枝」はメシアを

表す言葉として解釈されてきまし

た。救いの若枝が、救いの〈ネー

ツェル〉が、ナザレでその成長を

待っていたのです。

権力者の欲望や気まぐれ、また

時代の変化に翻弄されながらも、

神の御心は成就してまいりまし

た。また同時に、神の御心が成就

していくプロセスは平坦な道では

なく、危険さえ伴うことが理解で

きます。主イエスの生涯の始まりに

は、さまざまな危険が満ちていまし

た。しかしそれらの危険が、神によ

って乗りこえられていったように、

教会もふりかかるさまざまな危険を、

神に導かれるとき乗りこえていくの

です。十字架で示された絶大なる神

の赦しの愛に勇気を与えられつつ、
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一歩一歩と進むとき、信仰の盾と救

いの兜と御言葉の剣が教会に許され

た武器です（エフェ6:16-17）。神がわ

たしたちの信仰と祈りを豊かにして

くださいますように。しかしながら、

そのとき、ヨセフが示す――この

物語の中でも彼は一言も発せず黙

々と導きに従っていく――ような

従順こそが、わたしたちの行動の

中心となりますように、新しい一

年に向かって、また新しい一週間

の始まりに当たって、祈りましょ

う。

2019.12.29 日本基督教団千歳丘教会礼拝

父ヨセフと幼子イエス
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2:13 占星術の学者たちが帰って

行くと、主の天使が夢でヨセフに

現れて言った。「起きて、子供と

その母親を連れて、エジプトに逃

げ、わたしが告げるまで、そこに

とどまっていなさい。ヘロデが、

この子を探し出して殺そうとして

いる。」

2:14 ヨセフは起きて、夜のうち

に幼子とその母を連れてエジプト

へ去り、

2:15 ヘロデが死ぬまでそこにい

た。それは、「わたしは、エジプ

トからわたしの子を呼び出した」

と、主が預言者を通して言われて

いたことが実現するためであっ

た。

2:16 さて、ヘロデは占星術の学

者たちにだまされたと知って、大

いに怒った。そして、人を送り、

学者たちに確かめておいた時期に

基づいて、ベツレヘムとその周辺

一帯にいた二歳以下の男の子を、

一人残らず殺させた。

2:17 こうして、預言者エレミヤ

を通して言われていたことが実現

した。

2:18 「ラマで声が聞こえた。激

しく嘆き悲しむ声だ。ラケルは子

供たちのことで泣き、／慰めても

らおうともしない、／子供たちが

もういないから。」

2:19 ヘロデが死ぬと、主の天使

がエジプトにいるヨセフに夢で現

れて、

2:20 言った。「起きて、子供とそ

の母親を連れ、イスラエルの地に

行きなさい。この子の命をねらっ

ていた者どもは、死んでしまっ

た。」

2:21 そこで、ヨセフは起きて、

幼子とその母を連れて、イスラエ

ルの地へ帰って来た。

2:22 しかし、アルケラオが父ヘ

ロデの跡を継いでユダヤを支配し

ていると聞き、そこに行くことを

恐れた。ところが、夢でお告げが

あったので、ガリラヤ地方に引き

こもり、

2:23 ナザレという町に行って住

んだ。「彼はナザレの人と呼ばれ

る」と、預言者たちを通して言わ

れていたことが実現するためであ

った。

2:13 !Anacwrhsavntwn de; aujtw'n ijdou;

a[ggelo" kurivou faivnetai kat! o[nar

tw'/ !Iwsh;f levgwn, !Egerqei;" paravlabe

to; paidivon kai; th;n mhtevra aujtou' kai;

feu'ge eij" Ai[gupton kai; i[sqi ejkei'
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e{w" a]n ei[pw soi: mevllei ga;r @Hrwv/dh"

zhtei'n to; paidivon tou' ajpolevsai aujtov.

2:14 oJ de; ejgerqei;" parevlaben to;

paidivon kai; th;n mhtevra aujtou' nukto;"

kai; ajnecwvrhsen eij" Ai[gupton,

2:15 kai; h\n ejkei' e{w" th'" teleuth'"

@Hrwv/dou: i{na plhrwqh'/ to; rJhqe;n uJpo;

kurivou dia; tou' profhvtou levgonto",

!Ex Aijguvptou ejkavlesa to;n uiJovn mou.

2:16 To vte @Hrw v / dh" i jdw ;n o {ti

ejnepaivcqh uJpo; tw'n mavgwn ejqumwvqh

livan, kai; ajposteivla" ajnei'len pavnta"

tou;" pai'da" tou;" ejn Bhqlevem kai; ejn

pa'si toi'" oJrivoi" aujth'" ajpo; dietou'"

kai; katwtevrw, kata; to;n crovnon o}n

hjkrivbwsen para; tw'n mavgwn.

2:17 tovte ejplhrwvqh to; rJhqe;n dia;

!Ieremivou tou' profhvtou levgonto",

2:18 Fwnh; e jn @Rama; h jkou vsqh,

klauqmo;" kai; ojdurmo;" poluv": @Rach;l

klaivousa ta; tevkna aujth'", kai; oujk

h[qelen paraklhqh'nai, o{ti oujk eijsivn.

2:19 Teleuthvsanto" de; tou' @Hrwv/dou

ijdou; a[ggelo" kurivou faivnetai kat!

o[nar tw'/ !Iwsh;f ejn Aijguvptw/

2:20 levgwn, !Egerqei;" paravlabe to;

paidivon kai; th;n mhtevra aujtou' kai;

poreuvou eij" gh'n !Israhvl: teqnhvkasin

ga;r oiJ zhtou'nte" th;n yuch;n tou'

paidivou.

2:21 oJ de; ejgerqei;" parevlaben to;

paidivon kai; th;n mhtevra aujtou' kai;

eijsh'lqen eij" gh'n !Israhvl.

2:22 ajkouvsa" de; o{ti !Arcevlao"

basileuvei th'" !Ioudaiva" ajnti; tou'

patro;" aujtou' @Hrwv/dou ejfobhvqh ejkei'

ajpelqei'n: crhmatisqei;" de; kat! o[nar

a jnecwvrhsen ei j" ta ; me vrh th'"

Galilaiva",

2:23 kai; ejlqw;n katwv/khsen eij" povlin

legomevnhn Nazarevt: o{pw" plhrwqh'/

to; rJhqe;n dia; tw'n profhtw'n o{ti

Nazwrai'o" klhqhvsetai.


